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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年2月18日(2016.2.18)

【公開番号】特開2014-213164(P2014-213164A)
【公開日】平成26年11月17日(2014.11.17)
【年通号数】公開・登録公報2014-063
【出願番号】特願2013-95716(P2013-95716)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１６Ｅ
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１６Ｆ
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１２Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月25日(2015.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　開始操作に基づき複数列の図柄の変動を開始させるとともに、停止操作に基づき該停止
操作に対応する列の図柄の変動を停止させて行う遊技を図柄表示手段にて実行可能な遊技
機において、
　前記開始操作に基づき入賞を許容する当選役を決定する当選役決定手段と、
　前記停止操作を受け付ける停止操作受付手段と、
　前記当選役決定手段が決定した当選役、及び前記停止操作受付手段が受け付けた停止操
作に基づき前記図柄表示手段を制御して表示結果を導出させる導出制御手段と、
　非特定遊技状態と比較して遊技者にとって有利な特定遊技状態の生起を許容するか否か
の特定判定を実行する特定判定手段と、
　前記特定判定の判定結果が肯定であることを条件として前記特定遊技状態を生起させる
制御を可能な状態制御手段と、
　前記当選役決定手段が決定した当選役に応じて当選役情報を生成する情報生成手段と、
　前記情報生成手段が生成した当選役情報を記憶手段に記憶させる記憶制御手段と、を備
え、
　前記特定判定には、第１特定判定と第２特定判定とを含み、
　前記第１特定判定は、前記記憶手段に記憶されている当選役情報に基づき行われ、
　前記第２特定判定は、今回の遊技の開始に際して決定された当選役に基づき行われるよ
うになっており、
　前記特定判定手段は、前記今回の遊技の実行に伴って、前記第１特定判定及び前記第２
特定判定を実行可能に構成されていることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　前記特定判定で肯定判定される確率を通常確率状態と比較して高確率に変動させる特別
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確率状態を生起させるか否かの確率変動判定を実行可能な確率変動判定手段と、
　前記確率変動判定の判定結果が肯定であることを条件として前記特別確率状態を生起さ
せる制御を可能な確率制御手段と、
　前記特別確率状態の終了条件が成立した後にも前記特別確率状態を継続して生起させる
か否かの継続判定を行う継続判定手段と、をさらに備え、
　前記特定判定手段は、前記特別確率状態の生起中であることを条件として、前記今回の
遊技の実行に伴って前記第１特定判定及び前記第２特定判定を実行可能に構成されており
、
　前記確率制御手段は、前記継続判定の判定結果が肯定であることを条件として前記終了
条件の成立後にも前記特別確率状態を継続して生起させる制御を可能である請求項１に記
載の遊技機。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
　前記確率変動判定手段は、前記記憶手段に前記当選役情報のうち特定当選役情報が記憶
されており、且つ特別遊技の開始に際して特定当選役が決定されたことを条件に前記確率
変動判定にて肯定判定を可能に構成されている請求項２または３に記載の遊技機。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、開始操作に基づき複数列の図柄の変動を開始させるとともに、停止操作に基
づき該停止操作に対応する列の図柄の変動を停止させて行う遊技を図柄表示手段にて実行
可能な遊技機に関するものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記課題を解決する遊技機は、開始操作に基づき複数列の図柄の変動を開始させるとと
もに、停止操作に基づき該停止操作に対応する列の図柄の変動を停止させて行う遊技を図
柄表示手段にて実行可能な遊技機において、前記開始操作に基づき入賞を許容する当選役
を決定する当選役決定手段と、前記停止操作を受け付ける停止操作受付手段と、前記当選
役決定手段が決定した当選役、及び前記停止操作受付手段が受け付けた停止操作に基づき
前記図柄表示手段を制御して表示結果を導出させる導出制御手段と、非特定遊技状態と比
較して遊技者にとって有利な特定遊技状態の生起を許容するか否かの特定判定を実行する
特定判定手段と、前記特定判定の判定結果が肯定であることを条件として前記特定遊技状
態を生起させる制御を可能な状態制御手段と、前記当選役決定手段が決定した当選役に応
じて当選役情報を生成する情報生成手段と、前記情報生成手段が生成した当選役情報を記
憶手段に記憶させる記憶制御手段と、を備え、前記特定判定には、第１特定判定と第２特
定判定とを含み、前記第１特定判定は、前記記憶手段に記憶されている当選役情報に基づ
き行われ、前記第２特定判定は、今回の遊技の開始に際して決定された当選役に基づき行
われるようになっており、前記特定判定手段は、前記今回の遊技の実行に伴って、前記第
１特定判定及び前記第２特定判定を実行可能に構成されていることを要旨とする。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記遊技機について、前記特定判定で肯定判定される確率を通常確率状態と比較して高
確率に変動させる特別確率状態を生起させるか否かの確率変動判定を実行可能な確率変動
判定手段と、前記確率変動判定の判定結果が肯定であることを条件として前記特別確率状
態を生起させる制御を可能な確率制御手段と、前記特別確率状態の終了条件が成立した後
にも前記特別確率状態を継続して生起させるか否かの継続判定を行う継続判定手段と、を
さらに備え、前記特定判定手段は、前記特別確率状態の生起中であることを条件として、
前記今回の遊技の実行に伴って前記第１特定判定及び前記第２特定判定を実行可能に構成
されており、前記確率制御手段は、前記継続判定の判定結果が肯定であることを条件とし
て前記終了条件の成立後にも前記特別確率状態を継続して生起させる制御を可能であるこ
とが好ましい。
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